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両側副睾丸 に原発 した平滑筋腫の1例

大阪医科大学泌尿器科学教室(主 任 石神襄次教授)

原 信 二

山 口 春 雷

長 久 謹 三

        BILATERAL LEIOMYOMA OF  EPIDIDYMIS  : 

                REPORT OF A CASE 

            Shinji  HARA, Harunari YAMAGUCHI and Kinzo CHOKYU 

              From the Department of Urology, Osaka Medical College 

                      (Director Prof. Jyoji Ishigami) 

   A case of 32 years old man who had a chief complaint of sterility was found to have 

 primary bilateral leiomyoma of the epididymis. The clinical, laboratory and histological 
findings of the case were reported. In reviewing the literatures, the case was found to be the 

48th instance as tumor of epididymis and to be the 12th instance as leiomyoma of the 

epididymis so far reported in Japan.

緒 言

副睾丸に発生す る腫瘍は,良 性 悪性 を問わず

稀 で,本 邦 にお いてはi916年 坂 口氏の.報告を噛

矢 とし,現 在迄 に 文献上48例 を 見 るに 過 ぎな

い.最 近我 々は不妊 を主 訴 とした両側副睾丸平

滑筋腫 の1症 例 を経 験 したので以下報 告す る.

症 例

患者:32才 男子,会 社員.

初」言参:日召禾rl3711三ll月28El,

説訴=不 妊.

既 往歴:幼 少時に原因不明の熱ll恥こ罹患したことが

ある,マ ラリヤ,結 核,耳 ド腺炎,そ の他外傷などの

既往はない,

家族歴:特 記すべきものはな1、・.

」晃病歴:結 婚後5イ1三を経過したがeを 得ない 妻は

婦人研的にIFI`iiC・である.精 査のため)k院 し,そ の際両

倶隔ll睾丸部の限局性小}匝瘤を才旨摘 された.な お患者は

現在 まで小」匝瘤のためのLl覚 症状は令くなく,さ きに

不妊精査のため受診Lた 某大学病院では本腫瘤は指摘

きれていないと云う.性 生活1漁E常 である.

川症:体 格栄」「1:II1等度,胸 腹1↑1～,匹1肢にlllき常 を認め

ない 泌尿器ll的 所見として 両側腎は共に触女11され

ず,膀 胱 部,外 陰 部 に 異 常 は な い.両 側睾 丸 共 にやや

少 で,硬 度 はや や 硬 で あ る.前 立 腺 は 正 常大 で 圧痛を

認 め ない.左 側 副 睾 丸 尾 部 に 一致 して 腕 豆 大,弾 性

硬,表 面 平 滑,無 痛 性 の 腫 瘤,右 側 副睾 丸尾 部 に も小

豆 大,弾 性 硬,表 而 平 滑,無 痛 性 の腫 瘤 を夫 々1個 触

知 す る.両 腫 瘤 共 に 睾 丸,皮 膚 との癒 着 はな い.両 側

精 管 は 正 常 で あ る.

諸 検 査 成 績:胸 部X線 像 に 異常 な く,血 沈1爵 間

4mm・2時 闘6mm・ ツ反 応 は12才 で陽 転.末 梢蝉

所 見で は 赤 血 球 数480万,白 血 球 数6,400,血 色素94%

(ザ ー リー法)血 滴梅 毒 反応 陰 性.肝 機 能 検査,」無

浩 蛋 白,同 電 解 質,1麺1液 残 余窒 素 な ど血 液 化学 検査は

す べ て 正 常 値 を 示 した.排 泄 性 腎 孟 造 影 で は腎 孟尿管

等 に 異 常 を 認 め な い.

内 分泌 的 検1舶戎績:尿 中17-KS値6.2mg/day,尿 中

ゴナ ド トロ ピン排 泄 値6m .u.u./dayで 共 に 正常下界

値 を 示す.尿 中エ ス トロ ゲ ン総 値 は23.25r/dayで や

や 高値 を示 し,17-OHCS値 は2.83mg/dayで 正常.

尿 巾17-KS分1山il直 はDHA2025.1γ,Androsterone

94.Gγ,Etiochola,norone97 .3γ,1/-Oxoetiochola-

noronelr)4.4γ,11-Hydroxyetiocholanorone22.4γ

を示 し た.

粁聲疫「り1↓≡L:吊:3.2cc,」1匹 料jj∴州{,

睾 メL生検 像lll1ゴ側 睾 丸共 に1111様の所 見 を示 した.即
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ち精細管々径は略々正常大を示すが,管 内には精細胞

は全く欠如しSertoli細 胞のみよりなり,所 謂無精細

胞症の状態である.Leydig細 胞 には 異常を 認めな

い.

精爽腺X線 像=正 常成人型を示し,且 つ精路に通過

樟碍を認めない.

手術所見.以 上の所見より両側副睾丸腫瘍の疑いで

昭和37年12月8日 両側副皐丸腫瘍別除術を施行した.

その結果両側共に睾メL鞘膜に異常は認めず,右 の鞘膜
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腔に5cc,左 の鞘膜腔に6ccの 淡黄色透明の内容液を

認めた.両 腫瘤は共に 周囲組織との癒着は殆んどな

く,副 睾丸組織からも完全に 分離別除が 可能であつ

た.別 除腫瘤右は1.2×0.8×0.6cm,左O.4×0.5×

O.3cm,共 に弾力性の球状結節で,割 面は灰白色,実

質状を呈している(図1,2).術 後経過は良好で7

日目で術創は完治し退院した.

病理組織学的所見 ・ヘマ トキシ リン エオジソ重染

色及びワソギーソン氏染色を施行し観察した.交 錯し

た平滑筋線維の束状走向が見られ,腫 瘍全体が略々同

様の組織から成り立つている.ワ ソギーソン氏染色で

は走向は複雑であるが,平 滑筋夫々の一定の筋束の性

格を表す平滑筋線維が黄染されて観察される,全 体と

して結合織に 比して平滑筋組織が大部分を 示めてい

る(図3)以 上の所見から両側副睾丸に原発した平

滑筋腫 と診断した,

考 按

発生頻度:副 睾丸腫 瘍は悪性,良 性 を問わ ず

稀で あ り,な かで も平 滑筋腫 に関 しての報告例

は少ない.1924年Hinman,及 びGibsonは21

例,1936年Thompsonは61例 の 副睾丸腫瘍 を

集計報告 し,そ の後Longo,McDonald及 び

Thompson,(1951)は 文 献上134例 を集計 し,

良 性98例(74%),悪 性36例(26%)の 結 果 を

表1副 聖 丸 腫瘍 の種 類 と頻度

(Longo,McDonald&Thompson,1951)

脇幽

鴇灘

A皇竃器atoid71(53%)

Leiomyoma14(10%)

Vascularorigin6(4.4%)

Cystic2(L4%)
embryoma

5(3.7%)

Sarcoma23(17%)

11(8%)

2(1%)

得 ている(表1)こ の うち良性腫瘍 のろにつ

いてうる と,Adenomatoidtumorが71例(53

%)で 圧 倒的 に多 く.平 滑筋腫 は14例(10%)

で これに次いで いる.他 方本邦 におけ る副華丸

腫 瘍 の報告例 では,1916年 坂 口氏 の18才 男子 に

認め られ た癌腫 を もつて鴨矢 とし,平 滑筋腫 で

は同 じく坂 口氏 が 翌 年32才 男子のAdenomy一
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Oma(組 織 学的 には平滑筋線維 の増殖 が著 明)

の1例 を報告 している.そ の後松 山氏(1951)

は 本邦例12例 を集 め,う ち悪性6例,良 性6例

で,こ の うち平滑筋腫は3例 が認 め られ る,ま

た藤 田 ・佐藤氏(1960)は 本 邦におけ る平滑筋

腫7例 を報告 し,三 木氏(1961)の 統 計的観察

では41例 の 副睾丸腫瘍 中 平滑筋腫 は9例 であ

る.我 々が本邦文献上副睾丸腫瘍 を集計 した結

果 は表2の 如 くで48例 を算 した.即 ち その 内訳

は良性腫瘍28例(58.3%),悪 性 腫瘍(20例41.7

%)で,前 者 では平滑筋腫12例,Adenomatoid

tumor10例 で過半数 占めている(表2).12例

48
Cases

表2本 邦における副睾丸腫瘍症例

～1962

_羅 』28　騰

:鯉

表3副 睾丸平滑筋腫の本邦症例

1

2

3

4

報 告 者

Adenomatoidtumor10

12

2

5

6

坂 口

稲 葉 伊 藤

松 山

川井 ・辻 ・井上 ・
大

上

7中

久 保

出

峰

野

81藤 田 後 藤

9遠 藤

1。1東 福 寺

nl野 中.小 。.大 内
　

12i原 ・山 口 ・長 久
i

年 代

1917

1943

1951

1953

1953

1955

1956

1960

1960

1961

1962

1963

患 側

L

L

R

L

R

L

L

R

L.R.

R

R

L.R.

年令

32

45

30

51

28

27

69

48

36

曝

62

43

36

2

2

9

7

1

2

1

の平滑筋腫 のろ につ いて表記す る と表3の 如 く

であ る,

発生原因:平 滑筋腫 の発生原因 としては現在

2つ の説 があ り,そ の1っ はRubaschow(1926)

の ウオルフ氏体 の迷芽 に より発生す る胎生性真

性腫瘍説,他 の1つ はOberndorfer(1931)の

炎 症性 偽腫 瘍説(EntzUndlichPseudo-Tumor)

で あ る.後 者説 によると副睾丸に発生す る腫瘍

には胎性的 な もの もあるが,他 に炎症 によつ て

生 じる2次 的腫瘍が ある と述べ ている.即 ち慢

性 副睾丸炎等 の炎症 による出血,滲 出物等 の器

質化 に伴 う増殖性機転に よ り生 じ,組 織学的 に

硝子様 の割合 に核 の少 い結合織が見 られ る と共

に,平 滑筋線維が強 く増殖 し,線 維腫或は筋腫

に類似 した病像 を是 する場合 である .か か る見

解 は本邦 において も高安 ・笹川(1946)が 報 告

し,松 山(ユ951)も 副 睾丸平滑筋腫例 の報 告中

この問題に言及 している.Oberndorferは 両者

の鑑別が必要である事を述べ,ま たHericourt

(1885)及 び松山(1951)は 両者の鑑別点とし

て次の3点 を挙げている.

1副 睾丸炎の既往の有無.

2組 織学的に平滑筋線維が一定の配列奪沫

すか否か.

3平 滑筋線維東間に介在する結合織が強く

増殖 しているか否か.

かかる見解から松山は坂 口(1939)のAdene・

myoma例 もウオルフ氏体 より発生したもので

はなく,そ の組織豫で平滑筋線維が一定の配列

を示さず複雑に交叉 し,こ の間に介在する結台

織の増殖が強 く見られる点か ら,む しろ炎症性

偽腫瘍 と考えられると述べている.ま た松山例

の他では,川 井 ・辻 ・井上 ・大久保(1953)例

も同じく組織所見より自己の報告例を炎症性偽

腫瘍であると結論 した.上 出(1953)の 報告例

ではこの点を考慮 し検討 した結果,平 滑筋組織

の増殖に対 し結合織の増殖が極めて少い点から

これを胎生性真性腫瘍 としている,

我 々の症例では次の点が挙げ られる.

1陰 喪内炎症の既往歴の無い こと.

2組 織学的に平滑筋線維束の走向が略一定
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している.

平滑筋組織が結合織に比 して多 く大部分

を占めている.

腫瘍が両側性に存在する.

以上の諸点 より本例 はRubaschow氏 の述 べ

た胎生 性腫瘍 として 差支 えない もの と思 われ

る.

臨床症状:平 滑筋腫 に特有な ものはな く,一

般に副睾丸腫 瘍の際 と同様 で ある.即 ち大部分

は副睾丸部の結節又 は腫瘤 形成 を主訴 としてい

る.自 覚的には疹痛 を訴え る者 が約半数 におい

て認め られ,そ の 程度は 種 々であ り 一定 しな

い.反 面無症状 で 経 過す る 者 も 多 い と云われ

る,腫 瘤の大 ぎさでは小豆大 か ら鳩卵或 はそれ

以上のものまで報告 され てい る.不 妊 を主訴 と

した例では遠藤(1960)の36才,両 側性 の1例

についで 自家例は本邦第2例 目で ある.し か し

本腫瘍が直接不妊 の原 因 となつたか否か につ い

ては明 らかで ない.自 家例 ではその睾丸生検像

が無精細胞症(Sertolionlytubule)の 像 を示

し,前 述 の内分泌学的諸検査成 績か らみ て不妊

の原因が必ず しも平滑筋腫 の発生 と関連す る と

は云い難 いものが ある.

患側:我 々が集計 した12例 中,右 側5例,左

側5例,両 側2例 で左右差 を認 めていな い.し

か し両側に発生 した2例 では いつれ も不妊 を主

訴としてお り,叙 上の如 くこれが直接不妊 に関

係あるか否 かは別 としてい きさか興味深 い もの

がある.

年 令的関係:最 低27才 よ り最高69才 で,20才

台2名,30才 台4名,40才 台2名,50才 台1

名,60才 台3名 とな り,年 令 と発生 の相互関係

はまず無いと考 えてよか ろ う

結 語

1不 妊を主訴とした32才,男 子の原発生両

側性副睾丸平滑筋腫の1例 を報告 し,若 干の考
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察 を加えた.

2本 症例 は副睾丸腫瘍 と しては本邦文献上

48例 目で あ り,ま た副睾丸平滑筋腫 としては12

例 目の もので ある.

3平 滑筋腫 の 発 生 学 的 分類 ではRubas-

chowの 胎 生性 真性 腫 瘍説 及 びOberndorfer

の炎 症性偽腫 瘍説 の2説 が あるが,本 例は組 織

学的所 見及びその病歴か ら胎生性真性腫瘍 と考

えたい.

4不 妊を主訴 と したものは本例が本邦第2

例 目であ るが,平 滑筋腫が直接不妊の原因 とな

つたか否 かは断 定 し難 い .ま た本例 はその睾丸

生検像 で所謂Sertolionlytubuleの 所 見を示

したが,こ の ことも腫 瘍発 生 との間には何 ら因

果 関係 が無い もの と考 え られ る.

(石神教授の御校閲を謝す)
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